
塚崎の大楠

よりみちひろば

創作室（位置検討中）

おおくすテラス

大楠へのルート整備

くすのきひろば

大ホール棟

黒門

旧鍋島庭園

新文化交流施設

蔵

庭園とつながる芝生ひろばスロープの併設
夜間の照明整備

江戸時代からの石積の可視化

木々に親しむきかっけづくり
希少な竹、椿など植物情報を伝える方法を考える

既存の水路を暗渠化し、芝生の水はけを改善する

回遊ルートの整備
池に近づいたり、石積みを観察する
楽しみながら敷地をめぐるルートの整備

レインガーデン

構内道路の拡幅

新文化交流施設から大楠への
歩行ルートを整備する

交流拠点から分かりやすい動線を整備。
塚崎の大楠に隣接した立地と曲輪の形状を利用し、
居場所になるベンチや階段をつくる

くすのきの木の下に
屋外シアターやステージイベントを
開催できる場をつくる
（ステージ・ベンチなど）

旧鍋島庭園が座観の庭であることから
当時の視点で見れるような視点場をつくる

アーティストや市民活動の
創作・発表の場になる芝生広場
こどもたちの遊び場にもなる

武雄市図書館・歴史資料館への動線となる
切通しを歩きやすくなるように整備する

蔵への動線を整備する
蔵周辺の水はけの改善を行う

池の形を残し雨が降ったときだけ
水がたまるレインガーデン

大楠をながめるテラス

創作ひろば

外構図 1/1500

N

武雄のシンボルである御船山に呼応する屋根

庭園から建築へと、体験がつながる空間構成

1. 既存の文化と新し文化が融合し、次世代を描く場
2. 枠にとらわれない「文化・アート」を創造する場
3. それぞれの居場所で新たな「つながり」= 交流を創造し、にぎわいを創出する広場

武雄市で培われてきた風景や地域資源を土台としつつ、枠にとらわれない新しい創造や出会いを生み出す、市民の皆さんの日常の
拠点となる新文化交流施設エリアを目指します。
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これまでとこれからの文化をつなぐ

よりみちしたくなるようなみちをつくる

水みちを整える

新文化交流施設内も旧鍋島庭園や周囲の魅力的なランドスケープ
の一部としてとらえます。庭園をめぐりながら、歩みをすすめる
ごとに変化する風景を楽しむように、建物の内外にたくさんの居
場所をつくり、敷地内外の文化エリアをつなぐ、まちのにぎわい
を創出する拠点を生み出します。

計画地には、旧鍋島邸であったことを物語る曲輪、黒門、蔵、庭園、
石積や池などが残されています。それら昔からあるものを継承
しながら、創作活動やイベントなど新しい文化を生み出すこと
ができるような、文化の結び目となる場づくりを目指します。

土地がもつ有形無形の流れを読み解きながら、流れの妨げとなっ
ている淀みを改善し、唯一無二で、居心地よく長居したくなる場
づくりを目指します。

文化会館の周囲には、塚崎の大楠、武雄神社、武雄市図書館・
歴史資料館、高校など人が集う施設があります。異なる目的を
持った人々が行き交う動線を丁寧につなぎ合わせ、ベンチなど
の滞留空間を各所に整備し、エリア一帯の回遊性を高めます。

計画地は、御船山と武雄川の間に位置し、豊かな自然環境に囲
まれています。一方で、周囲から雨水が集まり、滞留しやすい
状況が課題となっています。原因となる丘陵地の保水力を高め
る提案や淀みを生み出している水みちの改善を行い、自然環境
を身近に感じ、楽しめるような場を目指します。

市道への接続

昔あった旧鍋島庭園本来のすがたとなるように、樹木を整える

エリア全体コンセプト

設計にあたっての基本姿勢

ランドスケープデザインコンセプト
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建築概要

平面図 1/500

用途：集会場、地区公民館
建築面積：2,834m2
延床面積：3,723m2
　１階　公民館：709m2
　　　　新文化交流施設：1,690m2
　２階　新文化交流施設：1,324m2　
構造：RC造一部鉄骨造
階数：２階建て（地上２階）立体的につながり様々な居場所が生まれる共用部

旧鍋島邸は茅葺屋根の母屋と庭園につながる下屋で構成
されていました。新文化交流施設では御船山と呼応する
屋根はこの母屋に、ランドスケープとつながる軒先はこ
の下屋に対応する構成です。

大地の延長としての地形的ボリュームと、御船山に呼
応する特徴的な屋根を組み合わせ、周囲の風景とつな
がる居場所を生み出します。1階は長く深い庇によって、
旧鍋島庭園の風景を美しく切り取ります。

庭に面する、階段状のダイナ
ミックな共用部に様々な居場
所を多数つくることで、市民
の皆様が日常的に訪れたくな
る場が生まれます。また共用
部を「すきまギャラリー」と
呼ばれる展示空間とし、自然
とアートや市民活動の発表に
触れられるようにします。 日常的にアートに触れられる

すきまギャラリー

庭園に向けまとまった共用部を設け、外部と一体と
なって開かれた共用部とします。

立体的につながる共用部で、多様な出会いと居場所が生まれる計画

旧鍋島庭園や楠、池など、性格
の異なる豊かな周辺環境に向け
て、それぞれ顔をつくる配置と
します。開放的な共用部を庭園
に面して配置することで、誰も
が訪れたくなる明るく開かれた
建築をつくります。

性格の異なる庭に向かって顔をつくる、明るく開かれた配置

旧鍋島邸を参照した空間構成
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やきものや絵画を展示した「すきまギャラリー」

おどり場がミーティングスペースに

カウンターテーブルで自習
庭園を見ながら休憩

調理室などの諸室 庭園
スロープ・踊り場下の空間を倉庫に

N

共用部

諸室

庭園

諸室
通風・採光

設計コンセプト 平面計画

茅葺屋根の母屋茅葺屋根の母屋 庭園とつながる下屋庭園とつながる下屋

創作ひろば創作ひろば

くすのき
ひろば
くすのき
ひろば

よりみち
ひろば
よりみち
ひろば

エントランスエントランス

エントランスエントランス

旧鍋島庭園旧鍋島庭園

旧鍋島邸旧鍋島邸 新文化交流施設新文化交流施設

大楠を眺めるテーブル席大楠を眺めるテーブル席

楠楠

楠楠

旧鍋島庭園旧鍋島庭園

楠へ視線が大きく開かれた共用部楠へ視線が大きく開かれた共用部

くすのきひろばへと視線が抜ける
多目的ホール
フレキシブルなステージ配置を想定し
多角形のホールとしている

くすのきひろばへと視線が抜ける
多目的ホール
フレキシブルなステージ配置を想定し
多角形のホールとしている

音響に配慮し多角としたスタジオ音響に配慮し多角としたスタジオ 大ホールと軒下でつながり、
楽屋やリハーサル室を兼用できる
大ホールと軒下でつながり、
楽屋やリハーサル室を兼用できる

旧鍋島庭園をながめる
カウンター席
旧鍋島庭園をながめる
カウンター席

外から活動が見える
オープンな調理室
外から活動が見える
オープンな調理室

明るい庭へ向かって拡がっている廊下明るい庭へ向かって拡がっている廊下

庭側へ開かれ、場所が分かりやすい
公民館のエントランス
庭側へ開かれ、場所が分かりやすい
公民館のエントランス

段々の共用部は階段、スロープの途中に
たまりの空間がありカウンターやソファ席など
様々なすごし方のできる居場所がある

段々の共用部は階段、スロープの途中に
たまりの空間がありカウンターやソファ席など
様々なすごし方のできる居場所がある

レクチャーや講演会を
行いやすい扇型の会議室
レクチャーや講演会を
行いやすい扇型の会議室

御船山と呼応する
屋根
御船山と呼応する
屋根

ランドスケープ
とつながる軒先
ランドスケープ
とつながる軒先

地形的ボリューム地形的ボリューム

：共用部

：文化交流施設

：公民館


